
次
に
、
住
民
と
行
政
が
連
携
し
、

魅
力
の
あ
る
個
性
的
で
効
率
的
な

行
政
運
営
を
め
ざ
し
ま
す
『
の
び

の
び
の
南
富
良
野�
共
に
創
る
ま

ち
づ
く
り
』
で
あ
り
ま
す
。

住
民
参
画
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

第
4
次
総
合
計
画
の
推
進
に
あ
た

り
、
住
民
と
協
働
し
て
進
め
て
い

く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
設
置
の
予
算
を
計
上

し
、
本
年
度
新
た
な
試
み
と
し
て
、

広
報
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
ほ
か
、

移
動
町
長
室
の
開
催
、
町
長
へ
の

手
紙
な
ど
、
広
聴
活
動
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
研
修
事
業

に
つ
い
て
は
、
研
修
成
果
が
活
用

さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
効
果
が

発
揮
さ
れ
る
も
の
に
厳
選
し
、
実

施
す
べ
く
予
算
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

予
算
の
状
況

行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
財
政
事
情
に
対
応
し
、

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
、
長
期
的
な
財

政
推
計
の
策
定
や
事
務
事
業
全
般

に
つ
い
て
検
証
す
る
中
で
、
見
直

し
可
能
な
も
の
は
、
速
や
か
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。本

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
事
務
的
経
費
は
も
と
よ
り
、

補
助
金
・
イ
ベ
ン
ト
経
費
の
見
直

し
削
減
、
水
道
料
金
の
利
用
者
負

担
の
適
正
化
、
職
員
住
宅
料
の
増

額
、
管
理
職
手
当
の
見
直
し
、
農

業
委
員
会
委
員
な
ど
の
定
数
削
減
、

臨
時
事
務
職
員
の
削
減
な
ど
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
組
織
機
構

の
簡
素
化
に
向
け
て
課
の
統
合
な

ど
機
構
改
革
の
推
進
、
人
事
評
価

制
度
の
創
設
、
財
務
会
計
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
導
入
を
検
討
す
る
な
ど
、

行
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
公
の
施
設
の
効
果
的
・

効
率
的
な
管
理
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
経
費
節
減
を
図
る
た
め
、

民
間
の
能
力
を
活
用
す
る
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

公
金
の
取
扱
方
法
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
に
よ
り
、
公
金
は
最

も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り

保
管
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
4
月
1
日
よ
り
ペ
イ

オ
フ
が
完
全
実
施
さ
れ
、
一
千
万

円
を
超
え
る
部
分
の
預
金
に
つ
い

て
は
、
金
融
機
関
が
破
綻
し
た
際
、

補
償
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
基
金

に
つ
い
て
は
各
金
融
機
関
の
一
定

期
預
金
に
つ
い
て
一
千
万
円
と
利

息
を
含
め
て
定
期
預
金
と
し
、
現

在
普
通
預
金
で
保
管
し
て
お
り
ま

す
歳
計
現
金
お
よ
び
各
基
金
の
普

通
預
金
分
に
つ
い
て
は
、
預
金
の

保
護
が
受
け
ら
れ
る
「
決
済
用
預

金
」
に
切
替
え
、
公
金
の
保
管
に

万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
平
成　

年
度
の
町
政
の
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基
本
的
な
考
え
方
と
予
算
編
成
の

骨
子
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
予
算
の
規
模
は
、

一
般
会
計　

億
6
9
万
6
千
円

37

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

3
億
3，
2
8
1
万
6
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計

4
億
1
3
8
万
9
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計

2
億
8
6
8
万
9
千
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

2
億
6，
3
9
7
万
6
千
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

1
億
7，
6
2
1
万
7
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

2
億
2
1
万
6
千
円

総　
　

額
　

億
8，
3
9
9
万
9
千
円

52

と
な
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民
皆
様

の
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
町
政

執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

の
び
の
び
の
南
富
良
野

― 
共
に
創
る
ま
ち 
―

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

住
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
に
努
め
、

高
度
救
急
救
命
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
消
防
支
署
の
体
制
や
分

遣
所
の
勤
務
体
制
並
び
に
消
防
団

員
の
定
数
、
分
団
統
合
の
検
討
な

ど
、
消
防
体
制
の
見
直
し
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
と
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、

防
犯
協
会
お
よ
び
交
通
安
全
協
会
、

交
通
指
導
員
協
議
会
な
ど
と
協
力

し
、
安
心
と
安
全
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
一
体

運
行
を
行
い
、
便
数
や
料
金
の
見

直
し
な
ど
、
よ
り
一
層
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

国
が
進
め
る
電
子
自
治
体
化
に

つ
い
て
は
、
本
町
で
も
総
合
行
政

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
を
整
備
し
て
管
理
運
用

に
努
め
て
お
り
、
更
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
た
め
、

各
課
と
の
接
続
機
器
を
整
備
し
て

情
報
事
務
の
充
実
を
図
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度

に
お
い
て
も
機
器
の
整
備
を
進
め

る
た
め
、
必
要
な
予
算
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

町営バスとスクールバスが一体化した「循環バス」

１２ 広報みなみふらの2005.4


